













































































































て2007 年 4月、縁あって、初代 CSCDセンター長であった中岡成文・文学
研究科教授のあとを受け、2代目センター長に就任しました。
Q.センターはどこにあるのですか？
キャンパス内に適当なスペースが見いだせなかった
こともあって、吹田キャンパスからほど近い、千里万
博公園前の万博記念機構ビルに間借りをして出発し
ました。間借りとはいえ、事務スペースと教員スペー
スが共存するコミュニケーションの図りやすい空間で
す。ここを拠点としながら、活動ごとに学内外のさま
ざまな場所に出かけて行きます。また、2008年度中
には豊中キャンパスに移転する予定です。
大阪大学は、大阪府豊中市待兼山
に位置する「豊中キャンパス」と
吹田市万博記念公園に面する「吹
田キャンパス」からなり、さらに
2007年秋より、大阪外国語大学と
の統合を経て箕面市「箕面キャン
パス」がこれに加わった。CSCD
の大学院生対象の「コミュニケー
ションデザイン科目」は各キャンパ
スにて開講されている。
●i  大学キャンパス
21世紀COEプログラムとは、世界的な研究教育の形成を重点的に支援し、国際競争力のある水
準の大学作りを推進するために、文部科学省が平成14年度より実施しているプログラム。
●i  COE
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Q.センターの活動を外から2年間見ておられたということですが、 
その様子は金水教授の目にはどう映りましたか？
今までのどこの大学にもないユニークな活動を活発に展開し、とて
も勢いがあって魅力的に見えました。2005年7月のオープニングイ
ベントで平田オリザ教授がデモンストレーションとして見せたコミュニ
ケーション・ワークショップは、かつて経験したことのないアプロー
チがとても新鮮でした。また阪急梅田駅構内で行われた公開討論会
「カフェバトル」※や、京阪電車・中之島新線の工事中の駅で実施した
「コミュニケーションカフェ」には、大学がこんな活動もできるのかと、
正直驚きました。また、大学院生に対する共通教育の提供も魅力的
でした。こういった一連の活動は、ロゴなどのア トーワークも含めて、
俗っぽく言えば、とても“かっこいい”と思いました。私は、CSCDの
“ファン”であることを自認していました。　※P51参照
Q.センター長になられて、いかがですか？
センター長となって1 年近くが経過しましたが、“ファン”としての思いは未だに消えていま
せん。コミュニケーションデザインという概念は、いつも大学人としての私を鼓舞しますし、
CSCDは未だに、大阪大学の、あるいは日本の大学の“夢”を担い続けていると思います。
しかし一方で、夢を一つ一つ実現へと結びつけ、理念を現実に着地させていく作業の困難さも、
当然ながら感じることとなりました。多彩なバックグラウンドを持ったセンター員をまとめてい
くこと自体がコミュニケーションデザインの実践です。そして個々の魅力ある活動が、全体とし
てどのような絵を描くことになるのかも具体的に構想しなければなりません。また、施設面や
資金面での制約などの、大学に置かれたセンターとしての現実的な問題にも当然直面させら
れました。ですが、こうしたこともいままでの大学にはない新たな課題・挑戦として、楽しみ
ながら積極的に取り組んでいくつもりです。
Q.本書『Communication-Design』はどのように読んで欲しいですか？
昨年度発行分が 0号、今号が１号になるわけですが、本書こそ、センター員
それぞれが自らの活動を踏まえ、またお互いの活動に協力していく中で培って
きたコミュニケーションデザインへの接近の、道程を刻んでいるのです。
読者の皆さんもどうか、コミュニケーションデザインを実践する心持ちで、
“読む”行為を通して我々の活動に参加していただければ幸いです。
●i 新しい教員スタッフ
左から、林田教授、高田教授、小林教授、森栗教授
小林恭（こばやし きょう）
デカルト、アランの研究から出発し、「禅と現代世界」に関する共
同研究に関わる。現在はシモーヌ・ヴェイユやナイチンゲールの思
想研究のほか、人間を「ボディー：マインド：スピリット」の全体性
として、かつLifeを「生命：文化的生（人生）：宗教学的いのち」
の全体性として問う視点から、ケア、コミュニケーション、異文化
理解等の問題とスピリチュアルな次元とのかかわりを考える。
林田雅至（はやしだ まさし）
ポルトガル語を軸に、美学、図像解釈学、石見銀山、ボサノバフェ
スティバル、世界陸上選手権大会など社会の諸活動と連携する。石
見銀山世界遺産登録プロジェクトでは、歴史文献調査団として貿易
文書発見・整理作業に尽力するほか、展示検討委員として図版解
説・翻訳、ロジスティック、展示美術品交渉担当なども手がけた。
異文化交流や外国人サポ トーにも精力的に取り組んでいる。
森栗茂一（もりくり しげかず）
民俗学を出発点としつつ、工学や土木の領域以外の専門家として
は異例のモビリティ・マネジメントの第一人者でもあり、観光ツー
リズム、復興住宅コミュニティづくり、住民の協働による合意形成
を通して、各地の交通まちづくりを牽引するなど多彩な活動を繰
り広げる。 『河原町の歴史と都市民俗学』（明石書店、2003年）
など著書多数。（P24に関連情報）
高田珠樹（たかだ たまき）
ドイツ哲学・思想を研究し、授業で現代ドイツの様々な動きを紹介
しながら、社会の諸問題に関心をもつ。インターネットを通して発
信される膨大な量のラジオやテレビのニュースや討論、教養番組
を、各種端末プレーヤで随時視聴するのが日課であり、視聴覚メ
ディアを授業や教養教育に用いる方策を考えている。訳書、スロー
ターダイク『シニカル理性批判』（ミネルヴァ書房、1996年）。
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